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視覚の昭和 40
年代

東京高等工芸学校のあゆみ(2)展

会期3月1日(日)まで
前期１月15日祝～2月８日(日)

後期2 月11 日祝 ～3 月1 日日

時間 午前9時30 分～午後5時(入館は午後４時30 分まで)

休館日＝毎週月曜日と2月27日金

※2月10日火は、展示替えのため観覧できません。

会

場

市立博物館
観覧料＝一般400円(320円):高･大学生200円(120円)

涼
し
い
地
下
鉄
　
大
塚

均

人
々
の
い
る
丘
　
斉
藤

長
三

東京百景

｢ＮＩＰＰＯＮ｣16号

河 野 鷹 思

(明治大正のあし音)

影山光 洋

東
京
高
等
工
芸
学
校
は
、
日
本
初
の
本
格
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
養
成
機

関
で
し
た
。

平
成
８

年
の
「
デ
ザ
イ
ン
の
揺
籃
時
代
展
」
に
続
き
、
東
京
高
等
工

芸
学
校
の
教
授
や
卒
業
生
た
ち
の
実
績
を
展
示
し
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
そ
の
内
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
の
作

品
を
、
絵
画
や
写
真
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

問
社
会
教
育
課
美
術
館
準
備
室
℡
3
6
6
・
7
4
6
3
番

東
京
高
等
工
芸
学
校
は
千
葉
大

学
工
学
部
の
前
身
で
一
九
二
一

年
（
大
正
1
0
年
）
国
内
で
初
め

て

の
本
格

的

な

デ
ザ
イ

ナ

ー
養
成
一

機
関
と
し
て
、
東
京
芝
浦
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
途
中
、
名
称
や
組
織

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が

終
戦
直
後
か
ら
千
葉
市
に
移
転
す
る

昭
和
3
9
年
ま
で
、
岩
瀬
の
陸
軍
工
兵

学
校
の
跡
地
（
現
在
の
松
戸
駅

東
口
中
央
公
園
）
　
校
舎
を
構
え

て

い
ま
し

た
。

同
校
の
教
壇
に
立
っ
た
作
家
や

生
徒
た
ち
は
日
本
の
モ
ダ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、

絵
画
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
　
、
イ
ン
テ

リ
ア
、
工
芸
な
ど
幅
広
い
分
野
で

近
代
的
な
感
覚
を
作
品
化
し
ま
し

た

。こ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
た
ち
は
卒

業
後
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
海
外
か

ら
注
目
れ
る
ほ
ど
の
質
の
高
い

作
品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
同
校
の
写
真
部
は
高
等

教
育

機
関

と
し

て

は
国
内

唯

一

の

存

在
で

、

多
く

の
報

道

カ

メ
ラ

マ

ン
を
輩

出
し

ま
し

た
。

。

同
校

の
歩

み

は
、

ち

ょ
う

ど
日

本

の
美
術

の
動

き

が
同

じ
時
代

の

世
界

に
追

い
つ

い
て

い
っ
た
こ

ろ

と
連
動

し

て

い
ま

す
。
明

治

維
新

以

来
続
け

て
き
た
努
力

に
よ

っ
て

、

つ

い
に
西

欧
に
近

づ

い
た
勢

い
は
、

一
九

三
〇

年
代

に
入

っ
て
加

速

が

つ

き
、

デ
ザ
イ

ン

の
活

動
分

野
も

ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の
。
九

三
〇

年
代

か

ら
四
〇

年

代

に
か

け

て

、
絵
画

や
写

真

、

グ
ラ

フ
ィ

ッ

ク

の
各
分

野

で
活

動
し

た

教
授

や

卒
業

生

た
ち

の
作

品
を

紹
介

し

ま

す

。平

成
８

年

に
開

催
し

た

「

デ
ザ

イ
ン

の
揺

籃
時
代

展
」
に
続

い
て
、

同

校
の

歩
み

を
た

ど
り

、

作
家

た

ち

が
教
え

、

学

び
育

っ
た

こ
の

学

校

の
存

在

の
意
義

や
役

割

を
浮

き

彫
り
に
し
ま

す
。

展覧会関連講演会・映画鑑賞会
〔会場〕市立博物館講堂 〔時間〕午後1時から 〔費用〕無料

〔定員〕各80 人(先着) 〔申し込み〕電話で社会教育課美術館

準備室℡366-7463 番へ

講演

会
1 /25(日)　講師デザイン評論家　柏木博氏

1930 年代 のデ ザインを めぐ つて

2/ 8（日） 講師神奈川県立近代美術館学芸員　水沢勉氏

排斥と 妥協-1930 年代 の ドイツと 日本美 術

2/22日　講師千葉大学教授　若桑みどり氏

戦時 下の大 衆雑誌 にみる 女性像

映画鑑賞

会2/15  (日） 山中貞夫監督・昭和12年封切り

人 情 紙 風 船

平成10 年度

市政モニターを募集
問 市民 相談 室℡366-7319 番

市
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
市
政
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
市
政
に
対
す

る
意
見
（
提
言
）
を
お
聴
か
せ
い
た
だ

き
、
市
政
の
運
営
に
役
立
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
政
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

市

政

の

運

営

に

あ

な

た

の

ご

意

見

を

〈募集人数〉32 人

〈任期〉2年間(平成10 年4 月１日～12 年3 月31 日まで)

〈主な仕事の内容〉

…市政についての意見(提言) の提出( 随時)

…市からのアンケート調査への回答(年3 回程度)

…会議や研修会への出席(年4 回程度)

…市内の公共施設の見学(年1 回)

…市議会の傍聴

く応募資格〉①～⑤のすべてを満たす人)

①満20歳以上で、市内に引き続き１年以上居住している人

②国および地方公共団体等の職員でない人

③市議会議員など公選による職に就任していない人

④審議会委員など、本市の委嘱による職に就任していない人

⑤過去に市政モニターに委嘱されていない人

く謝礼) 年間11,000 円以内

〈申込方法〉

2月16日月[必着]までにハガキに市政へのかんたんな意見･応募動機･

住所・氏名(ふりがな)・年齢･ 職業・性別・電話番号を記入し て 、

〒271-8588松戸市根本387の5松戸市役所市民相談室へ

〈選考方法 ・通知〉

応募者の中から、地域・年齢・性別などの構成を考慮し選考し

ます。結果は3 月下旬に応募者全員に通知し ます。

人口と世帯 1月１日現在

人口461,126 人 ［-　29 ］

男233,874 人 ［- 112 ］

女227,252人［＋　83］

世帯175,301 世帯［-　58 ］

囗
は
前
月
比

主な内容

2月は生活習慣病予防月間

市・県民税の申告

｢都市計画マスタープラン
たたき台｣ の説明会を開催

健康増進センター特集

情報チャンネル



貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
る
た
め
に

文
化
財
防
火

デ
ー
消
防
訓
練

法
隆

寺

金
堂

の
壁

画

が

、
昭
和
2
4
年
１

月
2
6
日
に

不

審

火
に

よ

り
焼

損
し

ま
し

た

。
１

月
2
6
日

は
貴

重

な
文

化

財
を

火

災
や

震
災

な
ど

か

ら
守

る
た

め

、
文

化

財
防

火
デ
ー
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た

ち

の
周

り
の

寺

院
や

神

社
の

建
造

物

、
仏

像

な

ど

も

、
貴

重

な
文

化
遺

産
で

す

。
こ

れ

ら

を
守

る
た

め

、

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
、

訓

練
へ

の

参
加

を
お

願

い
し

ま

す

。

日

時
・
：
１

月
2
9
日

木

午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

会
場
…
市
立
博
物
館

内
容

…

火
災

を

想
定

し
た

避

難
訓

練

、
消
火

器

を
使

っ
た

初
期

消
火

訓

練
ほ

か

※
別
の
日
程
で
、
万
満
寺
・
戸
定
歴
史
館
で
も
行
い
ま

す

。
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

問
社
会
教
育
課
文
化
財
係
℡
3
6
6
・
７
４
６
２
番

文
化
財
は
古
く
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

宝
、
大
切
に
し
よ
う
（
昨
年
の
訓
練
か
ら
）

市・県民税の申告は

2/16(月

)～3/16( 月)に

申
告
を
す
る
人
…
平
成
1
0年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で
い

て
、

９
年
中
に
①
所
得
が
あ
っ
た
人
②
退

職
し

た
人

⑤
所
得
が
な
く
、
ど
な
た

の
扶

養
に
も

な

っ

て

い
な

い
人

①
給

与

所

得
以
外

の
所

得

が
二

十
万

円
以

下

の
人

（
確

定
申

告

の
必
要

は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市
・
県

民
税

の
申

告
は
必

要

で

す
。
）
な
ど

※
申

告
を
し

な

い

場
合
、
各
種
手

続

き
に

必
要

な

証
明

書

等
の
交

付

が
受

け
ら

れ

ま

せ

ん
。

申

告

を

し

な

く

て

も

よ

い

人
：
①

給
与
所
得

の
み

で
、

勤
務

先
か

ら

給
与

支

払

報
告

書

が
市

役
所
に
提
出
さ
れ
、
住
民
税

が
天
引

き
さ
れ
る
人
（
勤
務
先
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）
②
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
人

準
備
す
る
も
の
…
①
収
支
の
分
か

る
帳

簿

な
ど
②

源
泉

徴
収
票

・
給

与

明

細
書

・
支
払

調
書

な
ど

③
９
年

中

に
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
・
国
民
年

金
保

険
料

・
生
命

保

険
料

・
損
害

保

険

料

・
医

療
費

な

ど

の
領
収

書
ま

た

は
証

明
書

①

印
鑑

⑤
配

偶
者

の
収
入

が
分

か

る
も

の

受

付
日

時
・
：
２

月
1
6
日

月
～

３
月

1
6日

月

（
土

・
日

曜

日
を

除
ぐ

）
午

前
８

時
3
0
分

～
午

後

５
時

受
付

場

所
・：
市

役
所
本
館
二
階
大

会
議
室
ま
た
は
各

支
所

※
郵
送
に
よ
る
申

告
も
受

け
付

け

ま
す

。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
2
番

各種催しに

ご参加ください
がんや脳卒中、心臓病などの病気は、その原因として食生活の偏りや運動

不足など、個人の生活習慣が大きく影響しています。これら「生活習慣病」

は、毎日の習慣を改善していくことで予防することが大切です。

市では期間中、下表のとおり各種催しを開催します。皆さんの参加をお待

ちしていますＯ
問健康課℡366-7486番

電話で受け付けます(先着順)。●糖尿病教室･心臓病教室･･健康課tel366

-7486番へ　痴ほう症セミナー‥中央保健センターtel366－7489番へ(申

込制ではない 催し に参加する 場合は 。直接会場へおいでく ださい)

このまちに人権文化を築く

ために

国際社会における人権擁護の動き

市民相談室人権担当

℡366-7319 番
教育委員会企画調整室人権担当

S366-7455 番

世
界
人
権
宣
言
以
後
、
国
連
が

中

心
と

な

っ
て

成
立

し
た
人

権
関

係
条
約

は
、
「
難

民
条
約

」
「
婦
人

参
政
権

条
約
≒

人
種

差
別

撤
廃
条

約
≒
国
際
人
権
規
約
」
「
女
子
差
別

撤
廃
条

約
」
「
児

童
の
権

利
条

約
」

な
ど

、
二
十
三

に
上

り
ま

す
。

こ

れ
ら

の
人
権
関

係
条

約
の
ほ

か
に
も
、
国
連
を
中
心
と
し
た
国

際
社
会

は

、「
平

和

の
な

い
と
こ

ろ

に
人
権
は
存
在
し
得
な
い
」
「
人
権

の
な

い
と
こ

ろ
に
平

和

は
存
在
し

得
な

い
」
と

い
う
共

通
認

識
の

も

と
、

さ
ま

ざ
ま
な
取

り
組

み
を
進

め
て

き
ま
し

た
。

一

九
六
八

年

の
国

際
人

権
年

を

始
ま

り
に

、
国
際

婦
人
年

（
一

九

七
五
年

）
、
国

際
児
童

年

二

九

七

九
年

）
、
国
際

障
害
者

年

二

九

八

一
年

）
な

ど
、
一

九
九
四

年

の
国

際
家

族
年
ま

で
、
国

際
社

会

が
一

年
間

を
通

じ
て
取

り
組
む

課
題

を

示

し

た

「
国

際
年
」

の
う

ち
、

人

権
に

関
す

る
も

の
は
八
件

に
も

上

り
ま
す
。
ま
た
「
国
際
の
1
0
年
」

に

つ

い
て

も
、
国

連
婦
人

の
1
0
年

二

九
七

六
～

八
五
年

）
、
国
連

障

害
者

の
1
0年

（
八

三
～

九
二
年

）
、

第
二
次
人
種
差
別
と
闘
う
1
0
年
（
八

二

～
九
二

年
）
、
ア
ジ

ア
太
平
洋

障

害
者

の
1
0
年

（
九

三
人

‘一
〇
〇

二

年

）
、
人
権

教
育

の
た

め
の
国

連
!
0

年

（
九
五

～
二
〇

〇
四
年

）

の
五

つ
が
あ
り

ま
す

。

束

西
対

立

の
激

化
も

あ

っ
て

、

第
二

次
世

界
大

戦
後

の
世
界

は
決

し
て

平
和

な
も

の
で

は
あ
り
ま

せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
東
西
対
立
の

崩
壊

を
迎
え

た
今
日

に
お
い
て
も
、

「

東

西

対

立

さ

え

な

く

な

れ

ば

平

和
な
時
代
が
く
る
の
で
は
な
い
か
」

と

い

う

期

待

に

反

し

て

、

世

界

各

地

で

地

域

紛

争

や

、

こ

れ

に

伴

う

顕

著

な

人

権

侵

害

、

難

民

発

生

な

ど

の

深

刻

な

問

題

が

表

面

化

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

そ

の

一

方

で

、

国

際

礼

会

全

体

で

の

議

論

を

可

能

に

す

る

環

境

が

創

出

さ

れ

、

人

権

に

収

り

組

む

機

運

が

高

ま

る

と

い

う

結

果

も

生

ま

れ

ま

し

た

。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
で
、

一
九
九
二
年
（
平
成
５
年
）
、
こ
れ

ま

で

の

人

権

活

動

の

成

果

を

検

証

し

、

現

在

直

面

し

て

い

る

問

題

、

今

後

進

む

べ

き

方

向

を

協

議

す

る

こ

と

を

目

的

に

、

世

界

人

権

会

議

（

ウ

ィ

ー

ン

会

議

）
が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

翌

年

に

は

、

人

権

問

題

を

総

合

的

に

調

整

す

る

た

め

に
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
が
創
設

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

同

年

の

第

四

十

九

回

国

連

総

会

で

は

「

人

権

教

育

の

た

め

の

国

連
1
0

年

」

の

決

議

も

採

択

さ

れ

ま

し

た

。

「
人

権

教

育

の

た

め

の

国

連
1
0

年

」

は

、

人

権

を

人

問

関

係

・
社

会

関

係

の

基

本

原

則

で

あ

る

と

し

、

教

育

や

研

修

、

情

報

提

供

を

通

じ

て

知

識

や

技

能

（

ス

キ

ル

）

を

伝

え

、

態

度

を

育

む

人

権

教

育

に

よ

っ
て
、
「
人
権
文
化
（
（
C
u
l
t
u
r
e
 
o
f

H
u
m
a
n
 
R
i
g
h
t
s
）
」
を
世
界
中
に
築

く

た

め

の

具

体

的

な

推

進

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

例

示

し

て

い

ま

す

。

わ

が

国

で

も

こ

れ

を

受

け

て

取

り

組

み

を

進

め

て

い

ま

す

が

、

次

回

は

国

内

の

人

権

に

関

す

る

動

き

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

広報ま つ ど1998 年(平成10年)1月25日

2月は生活習慣病予防月間です

定員対　象会　場

市民劇場

脳血管障害( 脳卒中) は 、日本人の死因の第2位を占めています。中でも脳出血は減少しつつあ

りますが、脳梗塞(こうそく) は老齢化もあり 、増加しています。特に最近では老年期痴ほう(脳

血管性痴ほう)が出現することが少なくありません。脳卒中とはどんな病気なのか、どのように

予防するのかを 、生活習慣との関わりを通して説明し ます。 講師浴風会病院院長・大友英一氏

日　　時

2/18（ 午後1時30分～3時30分

講演会

｢脳卒中について～生活

習慣とのかかわり｣

(手話通訳あリ)

2/16(月)午後1時30 分～3時30 分

中央保健センター
・運動実技「体を動かす楽しさを知ろう］　講師ＭＫグループ一大矢和子氏

!2/17（ 午後1時30 分～3時30 分

糖尿病教室｢糖尿病と合併症｣

2/26木午前10時～午後1時30分糖尿病患者用食事の調理実習と試食(1日目・２日目の参力[]者の中から、希望者を募ります)

50 人

申 込制

市役所１階連絡通路

・高血圧症「最近の治療と予防法」　講師市立病院循環器科部長・村山紘氏

・やさし い食事療法の基本　講師市立病院健康管理室管理栄養士・長田正明氏
2/24(火)午後1時30分～3時30分心臓病予防

講座　高血

圧と合併症

2/2月～13金

午前8時30 分～午後5時

展示と相談

｢生活習慣とがん予防｣

2/13金ダイエー新松戸店

20金イトーヨーカドー八柱店
献血の普及・啓発活動

献 血

午前10時～午後4時
｢愛の献血と 街頭キャン

ペーン｣

市内在住で40

歳 以上 の人

6金・10火

受付時間男＝午前9時～9時20 分

女＝9時30 分～10 時30 分

胃がん検診

中央保健センター問診・触診
1/26月・2/2月・5木

がん検診

｢早期発見･

早期治療｣
乳がん検診

講師木野崎病院院長・笠原俊彦氏2/6金午後1時30分～3時30分

４
０
人
申
込
制

市内在住で痴

ほう症に関心

のある人、お

よび痴ほう症

の人がいる家

族

介護体験発表「介護の工夫あれこれ～私の介護体験～」　助言者呆け老人をかかえる家族の

千 葉 県 支 部 世 話 人 代 表 ・ 永 島 光 枝 氏
2/13（ 午後1時30 分～3時30 分痴ほう症セミナー

福 祉 医 療 セ ン タ ー ・南 花 園 ・偕 楽 園

ニ ッ セ イ エ デ ン の 園

｢痴ほう症を知リ.暮らし

やすいまちづくりを考え

よう！

中央保健センター12/19(木午後1時30分～3時30分

国連の人権のロゴマーク）
N0.2

問い合わせ

内　　容

市内在住の人
50 人

申 込制

行　事　名

受付時間午後2時～2時30 分

2/17火見学時間は、施設により

異なります。

問診・胃部×線検査

講話「痴ほう症を知ろう！～医学的見地から～．

市内在住で30

歳以上の女性

i講話「痴ほう症の方とのつきあい方」　講師東京医科歯科大学医学部保健衛生学科教授・高

|崎絹子氏

福祉施設の見学（希望の施設を見学します）

「がん予防のために」のハネル展示と相談　相談日2/2（月卜4（

糖尿病「合併症の予防法」　講師市立病院内科部長・松島保久氏

・糖尿病の食事療法「やさしい食事療法のポイント］講師市立病院健康管理室管理栄養士･

長田正明氏



「

松

戸

市

都

市

計

画

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

た

た

き

台

」

の

住
民
説
明
会
を
開
催
　
各
支
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
資
料
の
閲
覧
も
で
き
ま
す

市
で

は

、
将
来

の
市

の
発
展

方
向

を
展
望
し
、
2
1
世
紀
の
新
た
な
時
代

の
将

来
像

を
描

き
、
そ

の
実
現

に
向

け
た

都
市

計
画

に

関
す

る
基

本
的

な

方
針

を
定

め
ま
す

。

理

想
と

す
る
街

の
姿

を
市
民

の
皆

さ

ん
と
共

通
の
目

標
と

す
る
た

め
、

「

都
市

計

山
マ
ス

タ

ー
プ
ラ
ン
た

た

き

台

」

を

作

成

し

ま

し

た

。

今

後

市

の

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て

の

説

明

会

を

開

き

、

皆

さ

ん

に

ご

意

見

を

お

聞

き
し
な
が
ら
平
成
1
1
年
の
公
表
に
向

け

て

、「

都

市

計

画

マ

ス

タ

ー
プ

ラ

ン
」

を

ま

と

め

て

い

き

ま

す

。

説

明

会

の

日

程

は

、

下

表

の

と

お

り

で

す

。

都

市

計

画

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

は
、
全

体
構

想
と

地
域

別
構

想

で
構

成
さ

れ

ま

す

が
、
今

回

説

明
会

を
開
催

す

る
地
域

の
区

分

は
、
地

域
別

構

想
を
ま

と

め

る
上
で
想
定
し

て

い
る

も
の

で

す

。ど
な

た
で

も

参

加
で

き
ま

す

の
で
、

ぜ
ひ

お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
支

所
と
市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
資
料

が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

資

料

の
閲

覧
・：
２
月
２

日

月
～
３

月
3
1
日
火

意
見
募
集
…
２
月
２
日
月
～
４
月

3
0
日
木
に
都
市
計
画
課
へ

問

都
市

計

山
課
計

山
係

℡
3
6
6
・
7
3

7
2

番

市長室　発

新しい年を迎えて

川井敏久

新
年
を
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

迎
え
ら
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
昨
年

は
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
年
で
し

た
が
、
今
年
こ
そ
明

る
い
、
良
い

年
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願

っ
て
お

り
ま
す
。

今

月

、
関

東
地

方

は
二

年

ぶ
り

の
大

雪

に
見

舞

わ

れ
ま
し

た

。
雪

に
弱

い
都

市

の
姿

が
浮

き
彫

り

に

な
り

、

例
年

に

な
く

雪

の
多

い
一

年

の
幕
開

け

と

な
り

ま
し

た

。

Ｎ

Ｈ
Ｋ

の
大
河

ド
ラ

マ

「
徳
川

慶

喜

」

が
現

在

、
放

映

さ
れ

て

い

ま

す

。
慶

喜

の

実
弟

で

あ

る
最

後

の
水

戸
藩

士

、

昭
武

の

別
邸

「
戸

定

邸

」

が
折

戸
に

あ

っ
た
こ

と

か

ら
、

徳
川

家

ゆ
か
り

の
資

料

が
戸

定

か

丘
歴

史

公

園
内

の
戸

定

歴

史

館

に

多

数
展

示

さ

れ
て

い
ま

す

。

ド

ラ

マ
製
作

に

も
協

力
し

て

い
る

と
こ

ろ

で
す

。

こ

れ
を

契
機

に

、

「

ふ

る
さ

と
松

戸
」
の
街

づ
く

り

の

機

運

が
高

ま

れ

ば
と

期

待
し

て

い

ま
す

。
さ
て

、
今

年

は

、
本
市

市

制

施

行

五

十
五

周

年

と

い
う

大
き

な

節

目

を
迎

え

る
中

で

、
四
月

か
ら
新

た

な
総

合
計

画

が

ス

タ
ー
ト

し

ま

す

。私
は

、
市

長

就
任

以

来

、
市

民

の

安
全

、
安

心

を
第

一

に
考
え

、

子

ど
も

た
ち

が
大

き
な

夢

や
希

望

を

持
ち

、

だ

れ
も

が
住

ん

で

い
て

よ

か
・つ
た

と
思
え

る
、「
ふ

る
さ

と

松

戸
」

づ
く
り

に
全

力

を

傾
注

し

て

き
ま

し

た

。

そ

れ
は

開
か

れ

た
行

政

を
目

指

し

、
市

民

と

の
協

働
に

よ

る
、

防

災

対
策

の
充
実

、
保

健

福

祉
、

教

育

振
興

施

策
お

よ

び
緑

花
清

流
事

業

の
推

進

や
支
所

機

能

の

充
実

等

で

す

。

ま
た

今
年

は
、
行

政

リ

ス
ト

ラ

実

施
計

両

の
最

終

年
度

と

な
り

ま

す

。
し

か
し

、
実
施

計
画

に
掲

げ

た

目
標

は

決
し

て

そ
こ

で
終

わ

る

も

の
で

な

く
、

将
来

に

わ
た

り

継

続

さ
せ

て
行

か

な
け

れ

ば

な
り
ま

せ

ん
。

そ
し

て

、
新

た

に
四

月

か

ら

ス

タ

ー
ト

す

る
総

合

計
画

を

着

実

に
推

進
し

て

い
く

こ

と

が
、

真

剣

に
松

戸

の
将

来
を

思
弓

市

民

の

皆

さ

ん
に
対

し

責
任

を

果
た

す

こ

と

で
あ

り

、
松

戸
市

の
将
来

に
対

す

る
私

の

使
命

だ
と

考
え

て

い
ま

す

。今
年

は

、
本

市

に
と

っ
て

二

十

一

世
紀

の
街

づ
く
り

に

大

き
な

第

一
歩
を
踏
み
出
す
、
重
要
な
年
で

す

。
ま

た

、
私

に

と
り

ま

し
て

も

、

総

合
計

両

を
着

実

に
推

進
し

て

い

く

た

め

の
大
き

な
試

練

の
年

と

な

る

わ
け

で

す

。
市
民

の
皆

さ
ん

と

共

に
描

い
て

き
た
松

戸
市

の
将

来

像

の
実

現

に

、
大

き

な
夢

と
希

望

を

持
ち

、
引

き

続

き
市

政

の
発

展

に
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま

す
。今

後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

塩
の
花

み
な
う
つ
む
い
て雪
の
朝

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
1
2月
末

現
在
四
百
二
十
四
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６
６
・
２
３
０
１
番

京成電鉄が人と環境にやさしいバスを導入

ワンステップ　

車いす用スロープ　

アイドリングストップ装

置

利
用
し
や
す
く
、
環
境
に
配
慮
し
た
バ

ス
を
こ

れ
か
ら
も
増
や
し
て
い
き
ま
す

京

成
電
鉄

㈱
の
路
線

バ
ス
に

、「
人

と
環

境
に

や

さ
し

い
バ
ス
」

が
二

台

導
入

さ
れ

ま
し
た

。

バ

ス

の

特
徴

①

ワ

ン
ス

テ
ッ

プ
バ
ス

＝
床
ま

で
の

段
数

が
一
段

（
従
来

は
二

段

）
で

、

地
上

か
ら

床
ま
で

の
高

さ

が
従

来

よ

り
約
三
十
セ
ン
チ
低
く
、
乗
り
降
り
が
大

変
楽

に
で

き
ま

す
。

②
車

い
す

用

ス
ロ

ー
プ
板

＝
介
助

者

な
し

で
も

車

い
す
使
用

者

が
乗
車

で

き

る
よ
う

、
運

転
手

が
ス

ロ

ー
プ
を

設
置
し
ま
す
（
歩
道
の
幅
が
広
い
停

留
所

の
み

利
用
可

）
。

③

ア
イ

ド
リ

ン

グ
ス
ト

ッ
プ
装
置

＝

環

境
へ

の
配
慮

か
ら

、
信
号

待
ち

な

ど

で
停

車
す

る
と
き

、

エ
ン
ジ

ン
が

自
動

的

に
止
ま

り
ま

す
。

京
成
電

鉄

㈱
で

は
、
今

後
も

バ
ス

を
更

新
す

る

際
に

は
、
同

じ
型

の
車

両

を
導
入

し

て

い
く
予

定
で
す

。

ま
た

、
市

で
は
こ

の
よ

う
な

車
両

の
導
入

が
ま

す
ま
す

進
む

よ
う

、
道

路

環
境

を
整

備
す

る
な
ど

、
今

後
も

支

援
し
て

い
き
ま
す

。

問
京
成
電
鉄
㈱
松
戸
営
業
所
℡
3
6
2
・

1
2
5
5
番
、
交
通
計
画
課
℡
3
6
6
・

7
3
1
2

番

あ
な
た
の
健
康

爪
の
病気

爪

は
硬

ケ

ラ
チ
ン

と

い
う
角
質

で

皮
膚

の
一
部

で
す

。
そ

の
た

め
、

皮

膚

や
内

臓

の
病
気

が
爪

の
色

や

形

の
異

常
と
し

て
現

れ
て

く
る
こ

と

が

あ
り

ま

す
。

色
調
の
変
化

点

状
の
爪

の
白
班

は
も

っ
と
も

普
通

に

見

ら

れ

る
爪

の
異

常

で

、

全
身

的
な
病

気
と

は
関
係

が
な

く

無
害

な
爪

の
変
化
で

す

。
爪

が
黄

色
に

濁
る

の
は
爪

水
虫
に

よ

る
も

の

が
多

く
、

こ

の
変
化

は

Ｉ
～
二

本

の
爪
か
ら

始
ま
り

、
次

第
に
全

爪
に
及

ぶ

の
が
特

徴
で
す

。

ま

た
、
爪

に
褐
色

あ

る

い
は

黒

色

の

色

が
付

く
こ

と

が

あ
り

ま

す
。

そ
の
原

因
と

し
て

、
爪

の
根

そ
う
ぼ
　
そ
う
し
ょ
う

本
部

分
の
爪

母

や
爪

床

の
メ
ラ

ニ

ン
色

素

産
生

の
増
加

や
出
血

が
考

え

ら

れ
ま

す
。
出

血

が
原
因

の
場

合
は

、
黒
色

が
爪

の
成
長

と
と

も

に
先

の
方

へ
移
動

す
る

の
で
分

か

り
ま

す
。
ま

た
、

爪
母

や
爪
床

に

ほ
く

ろ

が
あ
っ
て

爪
全

体

が
急

に

黒
色

調
を
帯

び
て

き
た

ら
、

メ
ラ

ノ

ー
ム

（
悪

性
黒

色
腫

）
な

ど
を

考
え

な
く
て

は

な
り
ま
せ

ん
。

爪
の
形
の
異
常

爪

に

マ
ニ
キ
ュ

ア
を

す
る
と

き

は
気

を
付

け
ま
し

ょ
う

。
除

光
液

や

ラ
ッ

カ
ー
リ

ム

ー
バ
を
使

い
過

ぎ

る
と
爪

の
脂
肪

分
も

一
緒

に
取

り
去
ら
れ
、
爪
の
水
分
含
有
量
が

減
少

し
て

爪

が
も
ろ
く

な
り

、
爪

の
先

が
表

皮
か
ら

は

が
れ

る
こ

と

が
あ
り
ま

す
。
ま
た

、
せ

っ
け

ん
、

洗

剤
、
化

学
薬
品

な

ど
に
よ

る
手

の
湿
疹
の
場
合
に
も
同
じ
よ
う
な

症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
爪

甲
は
く
離
症
と
い
い
ま
す
。
マ
ニ

キ
ュ
ア
を
取
り
除
い
た
後
や
、
頻

繁
に
水
、
洗
剤
を
使
っ
た
と
き
は

爪
に
も
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
で

脂
肪
分
を
補
う
と
よ
い
で
し
ょ

鉄
分
の
不
足
に
よ
る
低
色
素
性

貧
血
で
は
、
爪
の
中
央
部
分
が
へ

こ
ん
で

ス
プ
ー
ン
状
に
な

っ
た
、

さ
し
状
爪
に
な
っ
た
り
、
爪
の
色

が
白
っ
ぽ
ぐ
貧
血
気
味
に
な
り
ま

す
。
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

爪
の
ケ
ア
を
忘
れ
ず
に

爪

も
皮

膚

の

。
部

で
す

か
ら

、

清

潔
を
心

が
け

て
く

だ

さ
い
。
そ

う

し

な

い
と

、

細

菌

、
水

虫

菌

、

カ
ン
ジ

ダ
な
ど

の
感

染
に

よ

っ
て

爪

の
変
形

、
陥
入

爪
（
巻
き

爪
）
や

爪

囲
炎

な
ど
に

な
り

、
特

に
足

の

ゆ
び
の
場

合
は

長
く

歩
く
こ

と

が

つ
ら
く

な
り
ま

す
。

よ
く
手

人

れ

さ
れ
た
爪

は
身

だ
し

な
み

で
す

か

ら

、
少
し

注
意

を
払

っ
て
健

康

な

爪

を
目
指

し
ま

し
ょ
う

。

（

松

戸

市

医

師

会

）

広報ま つど1998 年(平成10年)1月25日

都市計画マスタープラン地域別構想

想定地域区分図

１

月
５
日
の
事
務
始
め
式

住 民 説 明 会 日 程 表

・ 地 域 名　　　　 日　 時　　　　　　　　 会　 場

小金　　　　　　2/7(土)　午前10時～正午 小 金 市 民 セ ン タ ー

東部スポーツパーク
東部　　　2/7(土)午後2 時 ～4 時

馬橋東市民センター
馬橋　　2/ 8(日)午前10時～正午

小金 原

常盤 平

明

六 実

新松 戸

古ケ 崎

矢 切

松　 戸

2/ 8( 日)

午後2 時 ～4 時

2/ 9 月

午後6時30分～8時30分

2/11祝

午前10 時～ 正 午

2/1( 火

午後6時30分～8時30分

2/11祝

午後2時～4時

2/12(木

午後6時30分～8時30分

2/13金

午後6時30分～8時30分

2/14土

午 前10 時～ 正午

2/14(土

午後2時～４時

241

小金原市民センター

常盤平市民センター

森のホール21大会議室

明市民センター

六実市民センター別館

青少年会館

古ケ崎市民センター

健康増進センター

市役所議会棟3階
特別委員会室



健康増進センターは

あなたの 健康づくりのパートナー

２月は「生活習慣病予防月間」です。生活習慣病は、運動

・食事・健康状態をチェックして、適切な指導を受け、それ

を実行していくことで予防できます。

健康増進センターでは、運動・食事・健康状態をチェック

（健康増進指導コース）し、各人に合った生活プログラムを作

成します。また、それに基づいたさまざまなメニューを用意

して、皆さんの健康の保持増進 一生活習慣病予防のお手伝い

をしています。

あなたの健康づくりにぜひご利用ください。

鬩健康増進センターS365-5588 番

健
康
づ
く
り
の
方
法
を
見
つ
け
る

健
康
増
進
綱
導
コ
ー
ス

ス

ッ

キ

リ

し

た

お

な

か

は

「

美

容

の

た

め

」

で

は

あ

り

ま

せ

ん

Ｉ
・

近
ご
ろ
お
な
か
が
出
て
き
て
…
と

悩
み
始

め
た
中

高
年
世

代

の
人

は
そ

ろ
そ

ろ
健
康

に
つ

い
て
真

剣
に
考
え

て
み
ま
し

ょ

う
。

お
な
か

の
脂
肪

は

見

た
目

が
悪

い
だ

け
で
な

く
、

体
内

老
化

の
黄
信
ひ

で

す
。

体

内
老
化

に
ス
ト

ッ

プ
を
か

け
、

ス
ッ

キ
リ
し

た
お

な
か
を
取

り
戻

す

た
め

に
は
運

動

が
必
要

で

す

が
、
腹

筋
運
動

を
百

回
も
二
百

回

も
行

つ
こ

と
は

、
筋

肉
痛
で

つ
ら

い
思

い
を
す

る
だ

け
で

な
く
、
腰

痛
を

起
こ

す
危

険
も

あ
り
ま

す
。

長

い
こ
と

運
動

か
ら
遠

ざ
か

っ
て

い
た

人
は

、
自
分

の
か

ら
だ
を
見

つ

め

る
こ
と

か
ら
始

め
て
く

だ

さ

い
。

内
臓

の
状
態

、
筋

肉
や
関

節

の
状
態

を
知

り
、

ど
こ

が
若

い
こ

ろ
と

は
違

う

の
か
を
見

つ
け

ま
す

。
そ

の
上
で

、

ど

ん
な
運
動

が
必
要

で

、
で

き
る
こ

と
は

何
か

を
探
し

て

い
き
ま
す

。

間

違
え
た

運
動

方
法
で

効
果

が
で

な
か

っ
た
り

、
故

障
を
起

こ
し

た
り

し

な

い
よ
う

、
専
門

の
運
動

指
導

員

の
ア

ド
バ
イ

ス
を
受

け
な

が
ら

、
人

生

八
十

年
時
代

を
元

気
に
過

ご

す
き

っ
か
け

を
健
康

増
進

セ
ン

タ

ー
で

つ

く

っ
て

み
ま
せ

ん

か
。

ま

ず

、

健

康

増

進

指

導

コ

ー

ス

の

受

診

を

各
種

プ

ロ
グ
ラ

ム
を
受

講
す

る
前

に
、
ま

ず
健

康
増
進

指
導

コ

ー・
ス
を

受

け
て

い
た

だ
き
ま

す
。

皆
さ

ん
の

現
在

の
健
康

状
態

や
体
力

・
生
活

習

慣

を
基

に
、

そ
の
人

に
合

っ
た

健
康

づ
く
り

の
方
法

を
見

つ
け

る
た

め
で

す
。皆

さ
ん

の
健
康
増

進

に
必
要

な
生

活

ポ
イ

ン
ト

を
栄
養

士

・
運
動

指
導

員

・
保

健
婦

が
専

門

の
立

場
か

ら
検

討
し

、
具
体

的
な

実
践
指

導
を
行

い

ま
す

。

対

象
…
市

内

在
住
ま

た

は
在
勤

の

二
十
歳
以
上
の
人

費
用
・
：
初
回
時
＝
三
千
九
十
円
〔
三

ヵ
月
以

内

の
基
本

健
康
診

査
結
果

を

お
持
ち

の
人
は
千
三

十
円
〕
。
二
回

目

以
降

＝
千

五
百

四
十
五
円

実
施
日
時
…
毎
週
月
・
火
・
金
曜

日

、
第

∇

三
土

曜
日

、
各

午
前
８

時
4
0分

～
９

時
受

け
付
け

、
午

後
２

時
3
0分

終
了

利
用
方
法
…
予
約
制
〔
電
話
ま
た

は
直
接

窓
口

へ
〕

コ

ー

ス

の

流

れ

質

問

調

査

運
動

・
休
養

・
食
生
活
に
つ
い
て

調
査
表
に

記
入
し

ま
す
。
あ
な
た
の

生
活
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
上
で

重
要

な
資
料
に

な
り
ま
す
。

尿

・
血

液

検

査

尿
か
ら

は
糖
・
蛋
白

・
潜

血
を
、

血
液
か
ら

は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

・
Ｇ

Ｏ

Ｔ

・
Ｇ
Ｐ
Ｔ

・
血
糖
な
ど

を
細
か

く
チ
ェ
ッ

ク
し

ま
す
。

血

圧

測

定

・

身

体

測

定

安
静

時
の
血
圧
や
身
長

・
体

重
を

測
る
ほ
か

、
体
脂
肪
率
で
か

く
れ
た

肥
満
も

わ
か
り
ま
す
。

肺

機

能
測

定

肺
活
量

は
体
力
年
齢
の
目

安
に
も

な
り
ま

す
。

心

電

図

検

査

安
静

時
と

負
荷

【
運
動
】

後
の
心

電
図
を
検

査
し
ま
す
。
運
動

を
始
め

よ

う
と

す
る
人
に
は
欠
か
せ

な
い
検

査
で
す

。

診

察検
査

の
結
果
を
見
な

が
ら

、
医
師

に
よ

る
診
察
が
あ
り
ま
す

。

体

力

測

定

落
ち
て
い
る
体
力
は
ど
こ
？
　
垂

直
跳
び
や
上
体
起
こ
し
・
自
転
車
エ

ル
ゴ
メ

ー
タ
ー
で
あ
な
た
の

体
力
を

測

定
し

ま
す
。

健

康

の

評

価

と

ア

ド

バ

イ

ス

検
査

結
果
が
同
じ
値
で

も
、
人
に

よ

っ
て

意
味
合
い
が
違

い
ま
す
。
そ

の
値
、
あ
な
た
に
と
っ
て
問
題
な
し
？

そ

れ
と

も
要
注
意
？

小

・

中

学

校

入

学

通

知

書

を

各

家

庭

に

郵

送

し

ま

す

今
春
４
月
、
市
立
小
学
校
へ
約
四

千

二
百

人

、
市

立
中

学
校

へ
は
四
千

二

百
人

が
入

学
す

る
予
定

で
す

。

入
学

通
知

書
は
１
月

下

旬
に
各

家

庭
に
郵

送
す

る
予

定
で
す

。
該
当

す

る
お
子

さ

ん
が

い
て
、
通

知
書

が
届

か
な

い
場

合
は
、
ご
連
絡
ぐ
だ

さ
い
。

な

お
、
入

学
指

定
校

に
入
学

ず
る

こ
と

が
で

き
な

い
特
別
な

事
情

が
あ

る
場

今
は

、
学
務

課
へ

ご
相
談

く
だ

さ

い
。

問
学
務
課
学
務
係
℡
3
6
6
・
7
4
5
7

番平

成
1
0年

千

葉

県
農

業

基

本

調

査

に
ご

協

力

を

千
葉
県
で
は
、
２
月
１
日
現
在
で

千
葉
県
農
業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。調

査
結
果
は
、
県
・
市
町
村
が
行

弓
種
々
の
農
業
行
政
の
企
画
や
実
施

に
当
た
っ
て
の
重
要
な
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
部
総
務
課
統
計
係
℡
3
6
6
・
7

3
0
5
番

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

と

六

実

高

柳

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

風

呂

を

休

業

し

ま

す

定

期

整

備

の

た

め

、

次

の

期

間

休

業

し

ま

す

。

プ

ー

ル

＝

２

月

２

日

月

～

３

月

２

日
月
　
風
呂
＝
２
日
‥
‥
２
日
月
～
２
月

2
3日

月

問

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
内

温

水

プ

ー

ル
℡
3
8
5
・
7
1
0
0
番
、
六
実
高
柳

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
℡
3
8
6
・
3
4
7

8
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

歌

の

街

」
の

放

送

時

刻

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し
て

い
る
「
歌

の
街

」
の
放
送

時
刻

が
、
２

月
１
日
～
４
月
3
0
日
の
問
、
午
後
５

時

に
な
り

ま
す

。

問
防
災
対
策
室
℡
3
6
6
・
7
3
0
9
番

中

小

企

業

設

備

貸
与

制

度

の

ご

利

用

を

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る

機
械
・
設
備
を
財
千
葉
県
中
小
企
業

振
興
公
社
が
代
わ
っ
て
購
入
し
、
長

期
か
つ
低
利
で
貸
与

（
割
賦
・
リ
ー

ス
）
し
ま
す
。

貸
与
限
度
額
百
万
円
以
上
六
千
万

円
以
下
　
貸
与
の
方
法
割
賦
ま
た
は

り
Ｉ
ス
　
貸
与
損
料
割
賦
＝
年
二
・

九
〇
％
、
リ
ー
ス
＝
月
額
リ
ー
ス
料

額
三
・
○
一
五
％
～
一
・
四
一
三
％

償
還
期
間
割
賦
＝
四
年
半
ま
た
は
六

年
半
、
リ
ー
ス
＝
三
年
～
匕
年
保

証
人
（
原
則
と
し
て
一
人
以
上

問
財
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
公
社
設

備
貸
与
課
℡
2
4
2
・
2
1
2
6
番

国
の
教
育
ロ
ー
ン
・
年
金
教
育

資

金

貸

付

厚
生

年
金

保
険

や
国
民

年
金

に
十

年
以

上
加
入

し
て

い
る
人

に

は
、
年

金
積

立
金
を

原
資

と
し

た
還
元

融

資

の
一
環
と
し
て
、
入
学
時
や
在
学
中

の
教

育

費
を

低
利

で
借
り

る
こ

と

が

で
き

る
制
度

が
あ

り
ま

す
。

こ

の
貸
付

制
度

は

、
国

民
金

融
公

庫

の
一
般

教
育

ロ
ー

ン
と

の
併

用

も

で
き

ま
す

。

融

資
金
額
学

生

・
生
徒

一
人
に

つ

き
、
厚

生
年

金
保

険
加

人
中

の
人

＝

百
万
円

以
内

、
国

民
年
金

加
入

中

の

人
＝
五
十
万
円
以
内
　
融
資
利
率
年

二
・
五
〇
％
（
平
成
９
年
1
1
月
1
0
日

現
在

）
　
返

済
期
間
八

年
以
内
（
据
置

期
問

は
在

学
期

間
内

で
最

長
四

年

）

問
社
千
葉
県
年
金
住
宅
協
会
℡
0
4
3
・

2
2
5
・
8
1
6
7
番

市

立

保

育
所

臨

時

職

員

（
看
護

婦

）

を
募

集

対
象
看
護
婦
免
許

が
あ
る
人
　
募

集
人
員
若
十
名
　
勤
務
時
間
月
曜
～

金
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、

土
曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
Ｏ
時
3
0

分
賃
金
時
給
千
二
百
二
十
円
交

通
費
日
額
三
百
六
十
円
を
上
限
受

付
期
限
２
月
1
3
口
金

問
保
育
課
℡
3
6
6
・
7
3
5
1
番

健
康
づ
く
り
を
実
践
す
る

健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス
を
終
え
た

方

に

は
、

各
種

ト
レ

ー
ニ
ン

グ

（
表

Ｉ

）
、

減
量

コ

ー

ス
、

栄

養

教

室
な

ど

の
各

種

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
用
意

し
て

い
ま
す

。
指
導

コ

ー
ス
で

の
指

導
内

容

と

皆

さ

ん

の
都

合

に

合

わ
せ

て

、

ご
利
用
ぐ

だ

さ

い
。

各
種
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
…
表

１

の
時

間

帯
か

ら

ご
利

用
く

だ

さ

い
。

減

量
コ

ー
ス
・
：
肥

満
ま

た

は
肥
満

傾

向

の
人
を
対

象

に
、

生
活

習

慣
を

見

直
し
適

切

な
食

習
慣

・
運
動

習

慣

を

身

に
付

け

、
健

康
的

に
肥
満

を
解

消
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

栄
養
教
室
：
講
義
と
調
理
実
習
に

よ
り
自
分
に
合
っ
た
食
事
内
容
や
食

事

量

を
つ
か

ん
で

い
た

だ
き
ま

す
。

※
減
量
コ
ー
ス
と
栄
養
教
室
の
日
程

等

に
つ

い
て

は

、
そ

の
都
度

広
報

ま

つ
ど
で

お
知

ら
せ
し

ま
す

。

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

運動指導員が各自の体力に合わせた運動プログラムを作成します。個人トレーニ

ングカードには、その日に行った運動や体重、血圧脈拍などを毎回記録。運動指導

員が細かなポイントをチェックします。

松

戸

市

職

員

募

集

職

種
業

務
員
（
斎
場

）
、
用

務
員
（
学

校

）
、
調

理

員
（
保
育

所

・
学
校

等
）

募

集
人
員

若

十
名

対

象

昭
和
3
2
年

４
月

２
日

以

降
に
生
ま

れ

た
人
　

受

付
期
間
１
月
2
7
日
火
～
3
0
日
金

問
人
事
課
人
事
係
℡
3
6
6
・
7
3
0
6

番
「

福

祉

の

ま

ち

づ

く

り

」
標

語

を

募

集松

戸
市

社
会

福
祉
協

議

会
で
は
法

人

化
三

十
周
年

を
記
念

し
て

、
社
会

福

祉

に
関
す

る
広
報

・
啓
発

の
た

め

の
標
語

を
募

集
し
て

い
ま

す
。

奮

っ

て
ご
応

募
ぐ

だ
さ

い
。

応
募
資
格
市
内
在
住
の
中
学
生
以

上
の
人
　

作
品

テ
ー
マ
「
心
豊

か
な
福

祉
社
会
」
「
地
域
ぐ
る
み
福
祉
」
「
み
ん

な
の
し
あ
わ
せ
」
「
た
す
け
あ
い
」
「
思

い
や
り
」
「
親
切
」
「
連
帯
」
等
を
テ
ー
・

マ
と
し

た
福

祉

の
ま

ち

づ
く
り

を
呼

び
掛
け

る
も

の

※
現
在

使
用

し
て

い
る
標
語

は

「
ふ

れ

あ

い
の
　

福
祉

の
心

で
　

ま

ち

づ
く

り
」

で
す

。

申
２

月
1
0日

火
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
（

ガ
キ
に
標
語
（
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き

一
点

）
　・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職

業

（
学

校
名

）
・
電

話

番

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1
1
0
0
9
1松

戸
市

本

町
一
四
の
二
松
戸
第
一
生
命
ビ
ル
内

松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
3
6
8
・

0
5
0
3

番

）
へ

戸

定

歴

史

館

臨

時
休

館

の

お

知

ら

せ２
月
３
日
火
～
５
日
印
の
間
、
バ

定
歴
史
館
は
館
内
整
備

の
た
め
臨
時

休
館
し
ま
す
。

な
お
、
戸
定
邸
は
通
常
通
り
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
　
　
　
　

。

問
戸
定
歴
史
館
℡
3
6
2
・
2
0
5
0
番

教

育
委

員

会

会

議

を
開

催

２
月
５
日
米
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室
　
議
案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
教
盲
委
員
会
企
両
調
整
室
℡
3
6
6
・

7
4
5
5
番

中

小

企

業

向

け

融

資

の

利

子

補

給

の

受

け

付

け

市
で
は
毎
年
一
回
、
中
小
企
業
向

け

制
度

融
資
利

用
者

が
金

融
機

関
へ

支
払
っ
た
利
子
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す

。

受
付
期
間
１
月
ぶ
日
月
～
3
0
日
金

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
一
ゼ
ル
五

階

会
議

室

必
該
当

者
に

は
通
知

書
を
発

送
し

ま

し
た
が
、
2
6
日
月
ま
で
に
届
か
な

い
場

合
は

ご
連
絡

く
だ

さ

い
。

問
商
工
観
光
課
融
資
係
℡
3
6
6
・
7
3

2
7

番

償

却

資

産
（
固

定

資

産

税

）
の

申

告

は

、

２

月

２

日

月

ま

で

に

平
成
1
0
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
個

人
ま

た
は
法

人
は

、
早

め
に

市
役
所
資
産
税
課
税
課
ま
で
申
告
し

て

く

だ
さ

い
。

な
お
、
正
当
な
事
由
が
な
く
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し

た
場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ
れ
た
り
、

不

利
益

な
扱

い
を
受

け

る
こ
と

が
あ

り

ま
す

の
で

ご
注
意

く

だ
さ

い
。

問
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係
℡
3
6
6

・
7
3
2
3

番

特

定

優

良

賃

貸

住
宅

の

入

居

者

募

集募
集
丙
容
グ
レ
ー
ス
ー
レ
ジ
デ
ン

ス
（
河
原
塚
一
一
一
の
一
　
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
・
三
十
一
戸
・
即
入
居
可
）
　
交

通
新
京
成
線
八
柱
駅
ま
た
は
丁
Ｒ
武

蔵
野
線
新
八
柱
駅
か
ら
徒
歩
十
六
分

当
初
入
居
者
負
担
額
六
万
八
千
円
か

ら問
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
賃
貸
住
宅

管
理
課
℡
0
4
3
・
2
2
7
・
5
1
6
4
番

納

期

内

納

付

に

ご

協

力

を

２
月
２
日
(
月
)
は
固
定
資
産
税
・
都

市

計

画

税

（
第

四

期

）

の

納

期

限

で

す

。

納

め

忘

れ

の

な

い

よ

う

お

願

い

し

ま

す

。

問
収
納
課
管
理
係
℡
3
6
6
・
7
3
2
5

番
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●ヨガ

(ダ イエットエクササイズから)体内老化をストップ！

からだをさまざまな静止した

姿勢に保ち、ゆっくりとした呼

吸を行うことで、肉体を整え、

自己の生命エネルギーに目覚め

て心身の調和のとれた状態をつ

くり出していきます。

●肩こり・腰痛予防体操

●個人トレーニング
肩こりと腰痛の予防と改善の

ため、ストレッチ体操や矯正体

操を行います。

●気功

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

案
内

図

交通：松戸駅西口③番バス乗り場から
京成バス｢市川駅｣行きで浅間台下車

開館時間　午前8時30分～午後5時

休館日　　第1・第3水曜日、祝日、年末年始

所在地　　松戸市上矢切299の1℡365-5588 番

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
な
ど
で

体
力

測
定
も
行
い
ま
す利用料金309 円（2時間）

座ったまま、立つたままの単

純でゆっくりとした動きを行う

ことで、からだと脳をＵラック

スさせ、人間の持っている自然

治癒力を高めます。

曜日 午　　　 前 午　　　 後

月 個人トレーニング（9:30 ～12:00 ） 個人トレーニング（13:00～16:30）

火 個人トレーニング（9:30～12:00）
☆気功（13:30～15:00）

個人トレーニング（15:00～17：00）

水 個人トレーニング（9 二30～12:00 ）

☆肩こリ・腰痛予防体操（10:00～11:30）

個人トレ ーニング （13:00 ～16:30)

木
☆ヨガ（13:30～15:00）

個人トレーニング（15:00～17：00）

金 個人トレーニング（9:30 ～12:00 ）

☆ダイエットエク ササイ ズ

（10:00～11:30）

個人トレーニング（13:00～16:30）

土

個人トレーニング（13:00～16:00八第2・

4・5 週は運動指導員による 指導はありませ

ん）

日 個人トレーニング（9:00～16:00）（運動指導員による指導はありません）

軽いステップのエアロビクス

ダンスでからだの脂肪を燃やし、

チューブを使った筋肉トレーニ

ングで太りにくい体質をつくり

ます。

※☆印は集団指導です。

なお、集団指導中と昼休み(12:00 ～13:00) は、個人トレーニングはできません。

※第１・第３水曜日は休館です。

体重を運動だけ でl kg 減ら すには約7,000kcal 消費 する 必要があり ます。

1,000 歩≒30kca に10,000 歩 ≒300kca

週6日1万歩ずつ歩くと、１週間で約1,800kcal、１ヵ月で約7､OOOkcaiの消費と

なり 、l kgの減量 が達成で きます。

中年を過ぎると 、生 命維持に使われる消費エ ネルギー量 〔基礎代謝量〕は 若い と

きより低下し ます。 減量作戦の基本は 、摂取エ ネルギーより消費エネルギ ーを大き

く 維持するこ とで す。 大食いし ている自覚がない のに 、太ってし まった人は 、エ ネ

ルギ ーの収支バラン スを 検討し てみる必要があり ます。

◆◆

○運動豆知識

● ダ イ エ
ッ

ト エ ク サ
サ イ ズ
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情報
チャンネル

タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111番

代表ＦＡＸは……363-3200番

（松戸市の市外局番は０４７番です）

講
座
・
講
演

女

性

の

た

め

の

ア

フ

タ

ー

フ

ァ

イ

ブ

セ

ミ

ナ

ー

「

職

場

の

人

間

関

係

を

考

え

る

」

２

月
1
9一
日
木

・
1
9日

木
午

後
６
時

4
5
分
～
８
時
3
0
分
　
会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま
つ

ど
　

内

容

①
対

人
関

係
と
自
己
表
現
②
セ
ク
ハ
ラ
事
件
か

ら
考

え

る
女
と
男

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
　
講
師
①
日
本
Ｈ

Ｒ
研
究
会
・
田
村
隆
昌
氏
⑦
労
働
問

題
研

究
家

・
金
子

雅
臣

氏
　

対

象

女

性
　

定
員
先

着
二

十
人
　

費
用

無
料

申
電
話
で
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2

1
4

番

へ

（
月

曜
休

館
）

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

１
月
7
7
一
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分

会
場
市

民
劇
場

費
用

テ

キ

ス
ト
代

二
千

七
百
円

申
当

日
会

場
で

問
矢
切
公
民
館
℡
3
6
8
・
1
2
1
4
番

（
月
曜

休
館

）

千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

①

人

材

養

成

セ

ミ

ナ

ー

②

健

康

生

活

セ

ミ

ナ

ー

③

総

合

国

際

セ

ミ

ナ

ー

①
２
月

７
日

・
1
4日

・
2
1日

の
各

土

曜
日
②

２
月
2
8
日

、
３
月

７
日

の

各

土
曜
日

③
２

月
2
6日

、
３
月

５
日

の
各
木
曜
日
、
午
前
1
1
時
～
午
後
３

時

（
②

⑤
の
初
回

の
み
午

後
１

時
3
0

分

～
３
時
）

会
場

県
女
性

セ
ン

タ
ー

（
柏

市
・
さ
わ
や
か
県
民

プ
ラ
ザ
内
）

対

象
県
内
在

住

・
在
勤

者

内

容
ぶ

日

常
生
活

の
法

律

知
識

（
身
に

付
け

た

い
や
さ
し

い
ト

ラ
ブ
ル

解
決

法
）

②
初

め
て

「
お
母

さ
ん
」

に

な
る
あ

な
た
に
（
新
前
マ
マ
・
未
来
マ
マ
知

っ
て
お

き
た

い
健
康

情

報
）
③

国
際

社

会
と
女

性

（
新

た
な

挑
戦
～

国
際

情
勢

を
学

ん
で
）
　

定
員
先

着
①

③

六
十
人
②
三
十
人
　
費
用
無
料

申
１
月
3
1
日
土
ま
で
に
、
電
話
で
県

女

性

セ
ン

タ
ー

℡
０

４
７

１

・
4
0
・

８
６
０
２
番
へ

税

務

大
学

校

公

開

講

座
①

ベ

ー

シ

ッ

ク
コ

ー
ス

②

ス
テ

ッ

プ

ア

ッ

プ
コ

ー
ス

２
月
2
3
日
月
～
2
6
日
木
の
各
午
後

１
時
3
0
分
～
４
時
4
0
分
会
場
税
務

人
学
校
船
橋
校
舎

内
容
所
得
税
法

・
法
人
税
法
・
消
費
税
法
な
ど
　
定

員
①

一
百
人
②
百
人
（
各
抽
選
、
全

回
参
加
で
き
る
人
）
　
費
用
無
料

申
２
月
３
日
火
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
ひ
・
希
望
コ

ー
ス
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
3
0
0
4
4

船
橋
市
行
田
二
の
六
の
一
税
務
人
学

校
船
橋
校
舎
内
公
開
講
座
担
当
（
℡

０
４
７
４

・
3
9・
6
3
5
1

番
）
へ

レ

ク

ダ

ン

ス

講
習

会

２
月
７
日
・
2
1日
、
３
月
７
日
の

各
土
曜
日
、
午
後
２
時
3
0分
～
５
時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先
着
三
十
人
　
費
用
一
回
千
五
百
円

三

回
前
納
二
千
五
百
円

）

申
電
話
で
松

戸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
・
伊
藤

℡
3
4
2
・
7
4
1
9

番
へ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

座

２
月
1
3日

宙

・
1
8日

水
・
2
1日
火
、

３
月

５
日

木

（
ほ

か

に
施
設
体

験

実

習
あ

り

、
全

五
回

）
　

会
場
松

戸
保

健
所

ほ
か
　

内

容
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
と

は
（
体

験
談
等

）
、
講

演
出
難

病

に
つ

い
て

②
精

神
疾
患

に

つ

い
て

ほ

か

対
象

難
病

・
精
神

保
健

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
に
関
心
が
あ
る
人
　
定
員
先
着
二

十
人
　

費
用
有

料

申
２
月

５
日

木
ま

で

に
、
電
話

で
松

バ
保
健
所
地
域
指
導
班
℡
3
6
1
・
2
1

2
1

番

へ

自

然

科

学
講

座

「

自

然
を

み

よ

う

、

植

物
画

入

門
」

２
月
2
1日
～
３
月
1
4日
の
各
土
曜

日
（
全
四
回
）
午
前
1
0
時
～
正
午
会

場
文
化
ホ
ー
ル
　
講
師
師
自
然
観
察
指

導
員
・
川
端
祥
了
氏
・
藤
井
桂
子
氏

定
員
先
着
二
十
人
　
費
用
三
千
円

申
１
月
2
7日
火
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
文
化
ホ
ー
ル
℡
3
6
7
・
7
8
1
0

番
へ
（
月
曜
休
館
）

母

子

家

庭

対

象

パ

ソ

コ

ン

講

習

会

３
月
1
7
日

火
～
1
9日

木

・
2
1日

火

～
ｓ

日

木
、
各

午
前

９
時
3
0
分
～

午

後
ｏ
時
3
0
分
会
場
松
戸
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
テ
ク
ノ
2
1
小
金
原

一

の
一
九

の
三

）
　
　
内

容
パ
ソ
コ

ン

入
門
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
入
門
・
ワ

ー

ド
人

門

・
表
計
算

ソ

フ
ト
人
門

定
員
十

人

（
抽

選
、
全

日
程

参
加
で

き

る
人

）
　

費

用
無

料

申
１
月
3
0
日
吻
ま
で
に
、
電
話
で
福

祉
事
務
所
福
祉
係
℡
3
6
6
・
7
3
4
9

番

へ

東

葛

飾

地

域

経

済

活

性

化

講

演

会

２

月
1
3
日

脂

午

後

２

時

か

ら
　

会

場

さ

わ

や

か

県

民

プ

ラ

ザ

（
柏

市

柏

の
葉
四
の
三
の
一
　
内
容
①
国
際

分
業
と
日
本
の
製
造
業
②
東
葛
飾
地

域

に

係

る

基

盤

的

技

術

産

業

集

積

活

性

化

計

両

に

つ

い
て
　

講
師

①

東

京

情

報

大

学

経

営

情

報

学

部

助

教

授

・

一
言
憲
之
氏
②
千
葉
県
商
工
労
働
部

工
業
課
職
員
対
象
市
内
中
小
企
業

者
　
費
用
無
料

申

電

話

で

東

葛

飾

支

庁

商

工

労

政

課

℡
3
6
6
・
２
１
１
５
番
へ

聖

徳
大
学

Ｓ
Ｏ
Ａ
特
別

講
座
「
六

十

歳
か

ら
の

パ

ソ

コ

ン

教
室

」

２
月
４
日
～
３
月
1
1
日
の
毎
週
水

・
金
曜
日

（
全
十
同
）
午
前
1
0時
4
0

分
～
午
後
Ｏ
時
1
0
分
　
会
場
聖
徳
大

学

内
容
入
門
か
ら
簡
単
な
文
書
作

成
ま
で
　
講
師
師
聖
徳
短
大
教
授
・
大

津
博
氏
　
定
員
先
着
三
十
人
　
費
用

三
万
円
（
十
回
分
、
会
員
以
外
の
人

は
ほ
か
に
人
会
金
五
千
円
か
必
要
）

申
電
話
で
Ｓ
Ｏ
Ａ
セ
ン
タ
ー
℡
3
6
6
・

1
1
1
1
番
へ

消
費
生
活
出

期日 時間 会　場 テーマ 持ち物 講師 定員 費用

２/９

(月)
午前1

0時
～正
午

六実市民

センター

衣類の豆知識

一知って得する衣類

の表示－

なし
松戸市

消費者

の会

先着

30人

先着

15人

無料

材料費

300 円

12

（木)

手軽に無添加手作り

おやつ

－おやきいろいろ－

三角きんまた

は手ぬぐい・

エプロン

13

(金

)

楽して、きれいに！

簡単お掃除術一手作

りお掃除グッズー

古いパンスト

３枚・はさ み

松戸友

の会

先着

30人
無料

申
２
月
２
日
(
月
)
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
9
番
へ

Ｃ

Ｈ
－

Ｂ

Ａ

国

際

女

性

フ

ォ

ー

ラ

ム２
月
1
9
日

木
①
午

後
Ｏ

時

丿
分

～

２
時
3
0
分
②
午
後
２
時
3
0
分
～
４
時

会
場

千

葉
県

女
性

セ

ン

タ
ー
（
柏
市

）

内

容

①
国

際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
「
女
（
ひ

と
）
と
男
（
ひ
と
）
の
新
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
求
め
て
～
外
国
と

の
比
較
の
視
点
か
ら
～
」
②
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
な
ど

費

用
無
料

申
２
月
1
0
日
火
ま
で
に
、
電
話
で
千

葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
℡
０
４
７
１
・

4
0・
8
6
0
2

番
へ

成

田

赤

十

字

介

護

教

室

２
月
2
4
日
(
火
)
～
2
7
日
座
の
各
午
前

1
0時
～

午
後
４

時

会
場
成
田

赤
十

字

病
院

定
員
二

十
人

（
全
日

程

に

参
加
で
き
る
人
）
　
費
用
五
百
円

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

問
成

田
赤

十
字
病

院
医

療
社
会

事
業

部

℡
０

４
７
６

・
２

・
2
3
1
1

内

線
5
0
2
番

東

松

戸

病

院
健

康

塾

１
月
2
9
日
木
午
後
１
時
～
２
時
3
0

分

会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室

内
容
講
演
「
生
活
習
慣
病
の
鍵
を
握

る
の
は
あ
な
た
」
　
講
師
東
松
戸
病

院
保
健
福
祉
医
療
局
長
・
山
下
道
隆

氏
　
定
員
先
着
七
十
人
　
費
用
無
料

申
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室
℡
3
9
1
・
5
5
0
0
番
へ

ワ

ー

ル

ド

ー
ユ

ー

ス

ー
セ
ミ

ナ

ー
「
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

２
月
2
1
日
土
午
後
～
2
2
日
(
日
)
午
後

会
場

流
山
青

年

の
家
　

定

員
高

校
生

以
上

の
青

年
男
女

三
十

人
　

内

容
討

論

会

や
協

同
制

作
な

ど
を
通

し
て

、

お
互

い
の
国

や
考
え
方

の
違

い
を

理

解
す
る
 
講
師
師
近
隣
大
学
の
留
学
生

在

住
外
国

人
 

持
ち
物
宿

泊
用

品
な

ど
　
費
用
三
千
五
百
円
程
度

※
あ
ら

か
じ
め

電
話

で
資

料
請

求
を

し
て
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ

い
。

２

月
５
日

木

〔
消
印

有
効
〕

ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
-
0
1
5
3

流
山
市
中
一
一
〇
 
県
立
流
山
青
年
の

家

ワ
ー
ル
ド
ユ

ー
ス

セ
ミ
ナ

ー
係
（
℡

０
４
７
１
・
5
9
・
2
0
0
4
番
）
へ

新

春

お

楽
し

み

ソ

シ

ヤ

ル
ダ

ン

ス

無

料

講

習
会

１
月
2
7日
～
２
月
2
4日
の
毎
週
火

曜
日
（
全
五
回
）
午
後
７
時
～
９
時

会
場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員

先
着
三
十
人
　
費
用
無
料

※
男
性
大
歓
迎

申
電
話
で
ス
バ
ル
ハ

ケ
崎
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
川
田
℡
3
4
1
-
4
5
8
1
番
へ

松戸地域職業訓練センター（テクノ21 ）

講 座 の ご 案 内

講　座　名 日　　　時 定員・費用

ワ
少

口

八
ソ
コ
ン
講
座

ワープロ･ ノツ コン

入門講座

①2/ 3 火・4 水　　　　 午 後

②2/23 月・24火　　　　　午　前

①2/ 9（月卜10 火　　　　 午　前

②2/18水・19木）　　　午後

2/14①・21土　　　　土曜日

各10 人

6,000円

各10人

10,000
円

w  i n  d o w s 95

入門講座

ワープロソフト

一太郎入門講座

エクセル入門講座 2/ 3火・4水・5木　午前

」　

(8,000円）
1

2/12木・13金・16月・　10人　15,000円

17火・18水・19木　午前　(10,000円）

ロータス1-2←3

入門講座

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後1時30分～4時30分

土曜日＝午前10時～午後3時30分

マッ
キン
トッ
シュ
パソ
コン

講座

初心者入門講座 2/ 9月‘10火　12木 13金　午後　　各5人

2/16月火･17火･23月・･24火　午後　　　15,000円初級講座

※午後＝午後1時30分～4時

高齢者向けハソコン 講座

ゆっくり楽しくハソコン

講座（対象65歳以上）

2/26木・27金午前9時30分～正午
5人

7,000円

インターネット入門講座

(対象キーボード ・マウ

スの操作ができる人)

2/ 7土午後1時～4時
10人

3,000円

申下記事務所窓口で受講料を添えて、１月２６日(月)から先着順で受け付け

問松戸地域職業訓練センター(松戸市小金原1 -19-3) tel349-3200番

費 用のうち(　) 内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。

※ワープロ ・パソコン 講座については毎月募集します。

保
健
・
衛
生

胃

が

ん

検

診

の

追

加

検

診

胃
が
ん
検
診
申
請
済
の
人
で
、
ま

だ
受

診
し
て

い
な

い
人

は
、
左

記

の

と

お
り
追
加

検

診
を
実
施

し

ま
す

の

で

、
受

診

し
て
く

だ

さ

い
。

２
月
２
日
(
月
)
・
６
日
(
金
)
・
1
0
日
(
火
)

受

付
時
間
男
性

＝
午

前
９
時
1
0
分

～

９
時
2
0
分
・
女
性
＝
午
前
９
時
3
0
分

～
1
0
時
3
0
分
会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　

方

法
レ

ン
ト

ゲ
ン
検
査
法

費
用
五
百
円
（
七
十
歳
以
上
の
人
と

市

民
税
非

課
税

世
帯

の
人

は
無
料

）

※
前
日

の
夜

（
８
時
以

降
）

か
ら

、

飲
食

・
喫
煙

は
で

き
ま
せ

ん
。

※
共
通
受

診

券
は
必

ず
持
参

し
て

く

だ

さ

い
。

問
健
康
課
検
診
係
℡
3
6
6
・
7
4
8
7
番

ポ
リ

オ

ワ

ク
チ

ン

の

追

加
接

種

昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
人
が

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
、
ポ
リ
オ
の

免
疫
を
保
有
し
て

い
る
割
合
が
低
い

こ
と
が
、
厚
生
省
の
調
査
で
わ
か
り

ま
し
た
。
次
に
該
当
す
る
人
は
、
再

度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の

人
で
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に

渡
航
予
定
の
人
ま
た
は
、
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
子
ど
も
が
い

る
人

※
費
用
や
実
施
場
所
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
3
6
6
・

7
4
8
4
番

ビ

デ

オ

編

集

講

座

①
初
級
＝
１
月
3
0
日
(
金
)
・
3
1
日
土
、

２
月
１
日
(
日
)
②
中
級
＝
１
月
3
1
日
土
、

２
月
1
日
(
日
)
　
時
間
①
午
前
の
部
＝

午
前
1
0
時

～
正

午

、
午

後
の

部

―
午

後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
②
午
後
１

時
3
0
分
～
４

時
3
0
分

定
員

①
各
回

三
人
②
各
回
一
人
各
先
着
順
）
会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
情
報
セ
ン
タ
ー

内
容
自
分
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
に
夕

イ
ト

ル

・
音
楽

な
ど
を

入
れ

、
オ

リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
　
持
ち
物
自
分

で

撮
影
し

た
ビ

デ
オ

テ

ー
プ
と
新
し

い
ビ

デ
オ
テ

ー
プ
　

費

用
無
料

申
１
月
2
5
日
(
日
)
午
前
1
0
時
か
ら
、
電

話

で
森

の
ホ

ー
ル
2
1
情
報

セ
ン

タ
ー

℡
3
8
4
・
5
0
5
0
番
へ

張

セ
ミ

ナ

ー
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野

鳥

観

察

会

（
江

戸

川

）

２

月
８
日

日
午

前
８

時
松

戸
駅
東

口
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前
１
１
時
現
地

解
散

（
雨
天

中
止

）
　

持
ち
物

筆
記

用
具
・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用
交
通

費
実

費

問

㈱
ま

つ
ど
街
と

水
辺

の
緑
化

基
金

℡
3
4
5
・
9
8
4
6
番

自

宅
の

健

康

診
断

を

し

て
み

ま

せ

ん

か

２
月
４
日
水
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
補
強
方

法
の
相
談

持
ち
物
自
宅
の
平
面
図

（
間
取
り
図
）
等
　
費
用
無
料

※
次
回
は
新
松
戸
・
馬
橋
・
小
金
地

区
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

申
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備
係

℡
3
6
6
・
7
3
6
8
番
へ

催

し

物

県

立

現

代

産

業

科

学

館

催

し

物

①
国

際

交
流
事

業

２

月

５
日

水
～
８

日
日
　

内
容
工

作

教
室

や
体

験
教
室

、
情

報
交

換
な

ど
県
民
と
外
国
人
の
交
流

※
詳

細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

②
産
業
た
ん
け
ん
隊

２
月
1
4
日
土
午
前
1
0
時
5
0
分
～
正

午
　

内

容
館
内

の
展
示

物

を
使

っ
た

館
内

オ
リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン

グ
　
対

象

小
学
生
　
定
員
当
日
先
着
二
十
人

費

用
無
料

③
サ
イ

エ
ン

ス
シ
ネ

マ

２
月
Ｉ
日
・
８
日
・
1
5
日
・
2
2
日

の
各
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
２
時

会
場

ガ
イ

ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
　

内
容

超

巨
大
恐
竜
の
謎
な
ど
定
員
当
日
先

着
百
五
十
人
　
費
用
無
料

問
県
立
現
代
産
業
科
学
館
普
及
課

（
市
川
市
）
℡
3
7
9
・
２
０
０
‐
ａ
番

川

柳

一
日

初

心

者

教
室

２
月
2
2
日
日
正
午
～
午
後
１
時

会
場
市
民
会
館

内
容
川
柳
の
作
り

方
・
味
わ
い
方
　
費
用
五
百
円

申
電
話
で
松
戸
川
柳
会
・
米
島
℡
3
4
4

・
5
9
1
6

番
へ

フ

ァ
ミ

リ

ー
コ

ン

サ

ー

ト
～

山

本

晴

美

さ
ん

と

と

も

に

２
月
７
日

中
午
後
５
時
開
演

会

場
市
民
会
館

費
用

二
千
二
百
円
（
小

学
生
以
下
千
百
円
）

問
ス
ク
ス
ク
会
（
松
戸
乳
児
セ
ン
タ

ー
内
）
　
・
篠
塚
℡
3
6
2
・
7
6
1
0
番

ガ

ー

ル

ス

カ
ウ

ト

「

お
楽

し

み

会

」２
月
８
日
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

対
象
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
の
あ

る
新
小
学
一
年
生
以
上
の
女
子
　
費

用
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
第
二
十
団

・
中
村
℡
3
6
4
・
5
9
7
4
番

な

ん
で

も

相

談

日

２
月

Ｉ
日

日
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午

後
３
時
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
十
一

階
イ
レ

ブ
ン

ス

ポ
ッ
ト
　

相

談
内
容

法
律
・
相
続
・
税
金
・
不
動
産
売
買

・
登
記

・
教
育

・
社

会
保

険

・
労

働

保
険
な
ど
相
談
担
当
者
弁
護
士
・

税

理
士

・
司
法

書
士

・
宅
地

建
物
取

引

主
任

者

二

級
建

築
士

・
社
会

保

険

労
務

士
ほ

か
　

費
用

無
料

問
松
戸
商
工
会
議
所
℡
3
6
4
・
3
1
1

1
番

財

寺

島

文

化
会

館

ギ

ャ
ラ

リ

ー

イ

ベ
ン

ト

①
中
川
逸
舟
ス
ポ
ー
ツ
絵
画
艇

２
月
５
日
木
～
1
7
日
(
火
)
（
２
月
1
1

日
祝
を
除
ぐ
）

②
桜
井
淳
子
抽
象
画
展

２
月
1
9
日
水
～
３
月
３
日
(
火
)

①
②
と
も
時
間
午
前
９
時
～
午
後

９
時

会
場
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
市
）

費
用
無
料

問
財
寺
烏
文
化
会
館
℡
０
４
７
１
・

6
7
・
６
１
５
３
番

松

戸

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

・

福

祉

バ

ザ

ー

２
月
1
1
日
祝
午
前
1
0
時
～
午
後
１

時

会
場

常
盤
平

市
民

セ

ン
タ

ー

※
物
品

の
提

供
を
お

願

い
し

ま
す

。

ご
連

絡

い
た
だ
け

れ

ば
取

り

に
伺

い
ま

す
。

問
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
所

℡
3
8
7
・
2
1
6
1
番
（
土
曜
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
）

ロ
ケ

ッ

ト

フ

ェ
ス

タ

２
月
1
4日
土
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
３
時
会
場
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
　
内
容
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
の
製
作
と
打
ち
上
げ
　
対
象
小
学

三
年
生
以
上
の
親
子
・
家
族
　
定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
一
人
二
百
円

申
電
話
で
県
立
手
賀
の
丘
少
年
目
然

の
家
℡
０
４
７
１
・
9
1・
1
9
2
3

番
へ

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

で

元

気

に

な

ろ

う
２

月
1
4日

土
午

後
３

時
～
４

時
3
0

分

（
２
時
3
0
分
開

場
）
　

会

場
新
松

戸
市

民
セ

ン

タ
ー
　

内
容

劇
団
天

童

「
う
り

こ
姫
と

あ
ま

ん
じ

ゃ
く
」
　
対

象
満
四

歳
～

中
学

生

（
幼
児

は
保
護

者
同

伴
）
　
定
員

百

二
十
人
（
抽

選
）

費
用

無

料

申
２
月
３
日
(
火
)
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
往
復

ハ

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・

学
年

・
電

話
番
号

・
返

信
用

あ
て
名

を
記
人
し
て
、
〒
2
7
0
一
1
2
2
6
6
松
戸

市
常
盤
平
西
窪
町
十
二
常
盤
平
児
童

福

祉
館

（

℡
3
8
7
・
3
3
2
0

番

、
月

曜
休

館
）

へ

ゆ

き

と

ど

い

た

豊

か

な

教

育

を

求

め

る

松

戸

市

民

集

会

２

月
８

日
日

①
午
前
1
0
時

か

ら
②

午

後
１
時

か
ら
　

会
場

常
盤
平

市
民

セ

ン

タ
ー
　

内
容

①
全

体
会

（
合
唱

・
子

ど
も

た
ち

の
声

・
寸
劇

な

ど
）

②
分
科
会
　
費
用
四
百
円
（
資
料
代
）

※
午
前
中

保
育

あ
り

問

ゆ
き
と

ど

い
た

豊

か
な
教

育
を
求

め
る
市
民
集
会
実
行
委
員
会
℡
2
6
2
・

3
7
3
8

番

子

ど

も

た

ち

あ

つ

ま

れ

Ｉ
。

松

戸

子

ど

も

文

庫

ま

つ

り

２
月
1
4
日

土
午

前
1
0時

～
午

後
３

時
3
0分

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま
っ

ど
　

内

容
岡
山

県
学

校
図
書

館

司

書

・
池
田

桂
子

氏
に

よ

る
記

念
講

演

（
午

後
１

時
3
0
分
か

ら
）
　・
お

は

な
し
会

・
紙
芝
居

・
折

り
紙

あ
そ

び

・
ス

ラ
イ

ム
作
り

・
児
童

書

の
展
示

貸
出

な
ど
　

費

用
無
料

問
松
戸

親
子

読
書
会

・
子

ど
も
文

庫

連
絡
会
・
竹
岡
℡
3
4
7
・
9
6
3
8
番

お
知
ら
せ

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利

用
受
け
付
け
と
説
明
会

１
月
2
8
日
水
午
後
６
時
3
0
分
か
ら

〔
４
月
３
日
(
金
)
～
６
月
2
6
日
(
金
)
の
利
用

分

〕
　

会

場
京
葉

ガ
ス

Ｆ
松
戸

ビ
ル

六

階
会
議

室
　

持
ち
物

筆
記
用
具

・

印

鑑
※
空
き
が
あ
れ
ば
、
１
月
2
9
日
木
か

ら
電

話
で
受

け
付

け
ま
す

。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
℡
3
6
6
・

7
4
6
2

番

「

私

が
見

つ

け

た

新

し

い

日

本

の

旅

」

フ

ォ
ト

コ

ン
テ

ス

ト

４
月
2
2日
水
～
2
6日
日
に
幕
張
メ

ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
、
旅
の
総
合
見

ス

ポ
ー
ツ

家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

２

月

２
日
日

・
2
8日
土

午
前
８

時

丿
分
か
ら
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
市
内

在
住

の
女

性
チ

ー
ム
　

費

用

一
チ

ー
ム
ニ

ー
円

申
２

月
５
日

水
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
ハ

ガ
キ
で
〒
2
7
0
2
2
0
2
松
戸
市
高
柳

二
五
七
三
の
一
九
小
笠
原
桂
子
（
℡

3
8
5
・
8
4
8
9
番
）
へ

※
２
月
1
4
日
土
午
後
２
時
か
ら
、
運

動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
代
表
者

会
議

を
行

い
ま

す
。

家

庭

婦

人

卓
球

大

会

（
ラ

ン

ク

別

抽

選

団

体

戦
）

２
月
９
日
(
月
)
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性

費
用
一
人
六
白

円申
２
月
２
日
月
午
前
1
0
時
か
ら
、
運

動
公

園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
せ
会

議
に
て

問
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
古
川
℡
3
6
2

・
3
7
2
9

番

松

戸

市

野

球

協

会

の

参

加

申

し

込

み

を

受

け

付

け

２
月
1
5
日

日
午
前

９
時

～
午

後
３

時

会

場
運
動

公
園

体
育

館
会
議

室

対
象

ク
ラ

ブ
チ

ー
ム

＝
市

内
在
住

の

人
で
構

成

、
会
社

・
官
公

庁
チ

ー
ム

＝
市
内

同

一
事
業

所

勤
務

者
で

構
成

費
用

年

三
万
円

（
中

し
込
み

時

に
納

人
）

問
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下
℡
3
6
2

‐
８
２
６
９
番

ソ
フ

ト
テ

ニ

ス

教

室

２
月
１
日
日
・
８
日
日
午
前
1
0時

～
正
午

会

場
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
　
費
用
一
人
百
円
（
保
険
料
）

申
当
日
会
場
で
　
　
　
　
。

問
体
育
指
導
委
貝
・
織
川
℡
3
9
2
・
6

7
6
2
番

新

春

マ
ラ

ソ

ン

大

会

２
月
８
日
日
（
雨
天
の
場
合
は
1
1

日
祝
）
午
前
８
時
～
８
時
5
0
分
受
け

付
け
、
午
前
９
時
3
0
分
ス
タ
ー
ト

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
　
種
目
①
小

昼

間

都

民

モ

ニ

タ

ー
募

集

応
募
質
格
1
0
年
４
月
１
日
現
在
、

二
十

歳
以

上
で
東
京

都
外

に
居
住
し

、

都
内

に
通

勤

・
通
学

し
て

い
る
人

申
２
月
2
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
で

「
都

政
に

の
ぞ
む

こ
と

」
・
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
性

別

・
職
業

・
電

話
香

号
を
記
人
し
て
、
1
6
3
-
8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
二
の
八
の
一
東
京
都

庁
政
策
報
道
室
都
政
モ
ニ
タ
ー
係
（
℡

0
3
・
５
３
８
８
・
2
2
4
4
番
）
へ

学

一
～
三

年

生
親
子

同
伴

競
争

つ

キ
ロ
②
小
学
四
年
生
男
・
女
（
各
三

キ
ロ
③
小
学
五
年
生
男
・
女
（
各
三

キ
ロ
①
小
学
六
年
生
男
・
女
（
各
三

キ
ロ
⑤
中
学
一
上
二
年
生
男
・
女
（
各

五
キ
ロ
　
　
費
用
無
料

申
当
日
会
場
で

問
青
少
年
相
談
員
・
鵜
殿
℡
3
4
3
・
6

7
7
2
番
（
２
月
７
日
土
ま
で
の
午

前
1
0
時
～
午

後
７

時

の
問
）

※
雨
天

中
止

の
確

認
は
当

日
午

前
７

時

か
ら

プ

ッ
シ
ュ
回

線

（
ダ
イ

ヤ

ル
回
線
は
不
可
）
の
電
話
で
、
伝
言

ダ
イ
ヤ

ル
＃
8
5
0
1

↓

８

６
８

０
７
１
＃
↓
8
1
0
4
＃
↓
７
＃

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

３

月
５
日

～
６

月
2
5
日
の
毎

週
木

曜
日

①
午
前

９

時
か
ら

⑦
午
前
1
0
時

3
0分

か
ら
　

会
場

栗
ヶ
沢
公

園

庭
球

場
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
者
費

用

一
万

二
千
円

（
保
険

料
を
含

む
）

申
２
月

７
日

出

〔
必
着
〕

ま
で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

・
希

望
時
間
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広報ま つ ど1998 年(平成10年)1月25日

見に行こう　聴いてみよう

＝文化施設だより＝
松戸市の市外局番は０４７番です。

21世紀の森と広場パークセンタ- tel345-8900番

.

期　　　　　間 内　　　　　容

展示2/10火～21土 「ふれあい絵手紙展」　八柱絵手紙の会

ウ
オ
ッ
チ

2/14 土 午後2時～3 時

2/21（ 午前10 時～11 時30分

季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

バードウオッチング　講師自然解説員一首藤美恵子氏

当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　※雨天中止相談

週水・木・土・日曜日と祝日午前1
0時～正午、午後1時～午後3時3
0分 みどりの相談員による花や

緑に関する相談（電話でも
受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時　※月曜日は休館

文化ホールギャラリー tel367-7810番

期　間　　　　　　　　　内　　容　　　　　　　　　　　　　 問い合わせ先

1/25  (Eﾖ)まで　　 松戸市小中学校児童生徒書初展　　　教育委員会指導課　　　　℡366-7458 番

1/28水～2/1（松戸市小中学校造形作品展　　　　　教育委員会指導課　　　　℡366-7458番

2/ 4水卜　８(日)富士百景写真展　　　　　　　　　　富士愛好会　　　　　　　℡362-5579番

2/17火～3/1(日)松戸市書道展　　　　　　　　　　　教育委員会社会教育課　　℡366-7462番

開館時間…午前10時～午後６時　※月曜日は休館

博 物館 ℡384-8181番

期　　　 間 内　　　　　　　 容

2/1(日)～28(土)午後1時

15 分・3時15 分から

上映(土・日・祝日は

午前11時からも上映)

ハイビジョン映像｢し みわたる雪ことば／新潟県南魚沼郡｣＜上映時間28分＞

3月｢ 美の回廊をゆ＜／黄全仏遊行｣ ＜上映時間30分＞

会場講堂　観覧無料

※2/8(日)・15(日)・22(日)は午後1時15分からの上映はありません。

3/1(日)まで

(2/10(火)は展示替え

のため展覧会は観覧

できません)

展覧会｢ 視覚の昭和1930 ～40年代一東京高等工芸学校のあゆみ(2)｣

内容1930～40年代の東京高等工芸学校の教授・卒業生の活動を､その作品

の紹介を通して浮き彫りにします　主催松戸市教育委員会　会場企画展示

室　観覧料一般400円(320円)・高大学生200円(120円)・小中学生120円

(60円)（　)内は20人以上の団体料全　関連講演会…1/25(日)・2/8日･22

(日)関連映画会…2/15(日)

問社会教育課美術館準備室tel366一7463番

休館日月曜日（祝日は開館レ翌日休館）・第四全曜日一年末年始（12月28日～1月5日）

開館時間午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展観覧料一般300 円（240 円）・高

大学生150 円（mO 円）・小中学生100 円（60円）＜（　）は団体料全/20 人以上＞

※毎月第2 ・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

綜合展示解説ツアー‥毎週土・日、祝日の午後2時より30分間（参加者は観覧料が必要です）

市立博物館で博物館実習の申し込みを受け付けます

受付期間2/1(日)～10(火)対象博物館法施行規則第1条第1項第5号に規定されている博物館実習の単

位修得を希望する人　実習期間平成10年7月～8月　定員若干名

問申込み方法等詳細については市立博物館学芸係tel384-8272番

松戸駅市民ギャラリー 市社会教育課 tel366

-7462番期間 2/5 木まで 2/6(金)～19(木)　　　　2/20(金)～(木)

東

笹岡利宏絵画展

問笹岡tel361-8543番

まつどアートスクールステン

ドグラス作品展

問俊℡342-5668番

ザ・きリ絵松戸作品展

問川島℡342-0472 番

西

全居良閑個展「ハソコンで描

く 歌舞伎画展」

問金居tel362-7161番

田崎末満　海の恵み水渓画展

問田崎℡0471-82-0826番

「ユーカリ毛糸店バイアス編｜

教室」作品展

問成田℡342-9616番

市民 会館 tel368-1237番】

期日　・　　　　　　 内　容 開演時間　　 問い合わせ先

2/8(日)吹奏楽部・ＯＢ合同演奏会　　　　　14:00 県立松戸矢切高等学校　℡368-4741 番

※月曜日は休館

市民 劇場 tel368-0070番

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

1/25日 ピアノ・エレクトーンの発表会 13 : 00 高橋美智子　　　　　　℡387-6894 番

30金 イベント四人展　☆ 19:00 谷中初江　　　　　　 ℡343-8358 番

2/13金健康管理について 13：

30

大川哲　　　　　　tel341-6429番

14土 ピアノ・エレクトーン発表会 12:00 平野由紀子　　　　　　tel341-5802番

18水
第13 回生活習慣病予防月間事業講演

会
13：30 市健康課　　　　　　　tel366-7486番

19木 カラオケコンテスト

外国人による日本語スピ ーチコンテ

スト
18：0013:00

冨永くに子　　　　　tel341-3623番

勍松戸市国際交流協会　℡366-7310 番28(
土)

※月曜日は休館

森のホール21 tel384-
5050番

期　 日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

2/ 1(日)
千葉県アレ ルギー疾患市民公開講

座
13:00

日本グラクソ千葉営業所

tel043-227-31引番

8(日)
羽田健太郎ハートフル・ピアノ・

ファンタジア　☆
14 : 00（財)松戸市文化振興財団　tel384－5050番

大
ホ
ー
ル

13(金
)

桂銀淑コン サート　☆
14：3018 : 30

アイエムオープロモーション

tel048-645―6520番

18 水 さ だまさしコンサート　☆ 18 : 00
文化放送ちけっとぽーと

tel03-3357-9999番

21(

土)

小金高校第20回定期演奏会記念
吹奏楽部ＯＢコンサート

14：

00

県立小金高等学校･島上tel341-4155番

24(火
)

劇団四季ミュージカル「夢から醒

めた夢」　☆
18:30

劇団四季予約センター

℡0120-489-444 番

25 水
劇団四季ミュージカル「夢から醒

めた夢」　☆
19:00

劇団四季予約センタ ー

tel0120-489-444番

小
ホ
ー
ル

1/27(火)桂枝雀独演会　☆
18：

30

東京音協　　　　tel03-3201-8116番

2/ 4(水）三遊亭歌之介師匠特別講演会 ☆ 19:00 松戸市倫理法人会事務局 ℡385-6821 番

5(

木)

野村万作狂言の会　☆ 18：

30

（財)松戸市文化振興財団　℡384－5050番

11（祝）

カワイ音楽教室発表会 18:00 カワイ音楽教室　　　　 ℡341-5129 番

14(土） ピアノ＆ヴァイオリンコンサート 11:00 定梶久美子　　　　　　tel347-1499番

15(日

)

春のカラオケ歌謡祭 9:30 北郷和男　　　　　　　℡344－7077番

22(日)

松戸市民劇団・松戸国際高校演劇

部ジョイント公演

１部　国際高校演劇部公演

13:00
ジョイント公演実行委員会

℡389-4646 番

松戸市民劇団・松戸国際高校演劇

部ジョイント公演

2部　松戸市民劇団公演　☆

16 : 00
ジョイント公演実行委員会

℡389-4646 番

戸定歴史館 tel362-2050番

期　間・催し物

4/12日 まで

徳川昭武・慶喜兄弟

と松戸

水戸藩主斉昭の７男に生まれた慶喜は最後の将軍に、18男の昭武は最

後の水戸藩主になりました。幕末から昭武が没する明治43年まで 、ふた

りにはごく親しい兄弟にし か分からない心の交流がありまし た。松戸を

舞台に繰り広げられた 、両者の知られざる維新後の暮らしを探ります。
一一一一一 一‥‥‥ －

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館）　入場料…大人60円、高大学生40円、

小中学 生20 円 （第２・４土曜 日は 、小中 学生 の観覧 は無料 で す）

お 気 軽 にご 相 談 ＜だ さ い '２月の相談案内 相談はすべて無料です

交通事故

市政･一般

法律相談

(予約制)

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

月～金曜日
午前9時～午後5時

市民相談室 ．市
金銭
問題
の相
談も
行い
ます
市民
相談
室

午前8時30分～午後5時

毎週月･火･木曜日 午後1 時～５時

市

役
所

相
談
コ

｜
ナ

｜

第１月曜日のみ 午前９時～正午　

第２金曜日 午後１時～５時

第３全曜日 午後1 時～４時30分

第２・第 ４月曜日 午後1 時～3 時

毎 週水曜日 午前10時～午後４時

第２・第４火曜日 午前９時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

労働相談

第３水曜日 午前10時～午後４時 住宅課

第1 ・第３月曜日 午後1 時～5 時 商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(tel361-4089番)でも行っています。

人権相談

第1～第４全曜日

午前10寺～午後３時

市役所相談コーナ

ー
係　　
局3(火) 小金支所

4(水） 常盤平支所

4(水) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(tel363-6278番)でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

第1～第４全曜日

午前10時～午後３時

市役所相談コー

ナー
2(月) 馬橋支所

3(火) 六実支所

3(火) 小全支所

4(水)・18(水

)

常盤平支所

4(水)・18(

水)

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

5(木)・19(木

)

小金原市民センター
3(火)

午前10時～午後３時

6(金）

10(火)

13(金)

17(火)

20(金)

24(火)

27(金)

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働相談

就学相談

(予約制)

教育相談

(予約制)

青少年相談

第1 ～第３月曜日 午前10時～午後4 時 女性 センタ(

相談室直通)

tel363-0505番

第４月曜日 午後1 時～７時

火･ 全曜日 午前10時～午後4 時

3(火) 午後1時30分～4時30分
女性 センター

℡364-8778番

月～全曜日
午前９時～正午午後１時30分～

4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番

月～全曜日
午前8時30分～

午後4時30分

少年センター

℡363-7867 番

相談名 期　　日 時　　間 会　場 問　相談名 期　　日 時　　間 会　場 問

巡

回

年

全

相

談

消費生活相談　月～金曜日　　|午前9時～午後4時｜午前9 時~午後4 時
消費生活センタ ー

℡365 一6565番

午前8時30分～午後5時
北松戸保育所

tel367-4646番育児相談　月～金曜日　　｜
(すくすくテレフォン)

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………tel366-0010番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

◆夜間急病診療所…tel368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
………tel365-3430番

衛生会館内･午後8時～11時

常盤平支所
※ 国

課へ

小全支所

小全原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

内　容
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